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会議録 

会議名 嵐山町総合戦略策定委員会(第５回) 

開催日時 平成２７年１０月２１日(水) 開 会 １０時００分 

閉 会 １１時１０分 

開催場所 嵐山町役場 町民ホール 

会議次第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

 (１)会議録の署名人の任命について 

 (２)嵐山町人口ビジョン及び総合戦略(案)におけるパブリックコメントついて 

 (３)嵐山町人口ビジョン及び嵐山町総合戦略(案)について 

 (４)その他 

４ 閉会 

公開・非公開

の別 

公開 傍聴者数 1 名 

非公開の理

由 

 

委員出欠状

況 

会 長 内田 方巳 出 委 員 清水 正幸 出 

副会長 新井 茂 欠 委 員 佐藤 浩二 出 

委 員 根岸 福壽 出 委 員 鹿倉 貞二 出 

委 員 小林 荘治 出 委 員 荒井 忠正 出 

委 員 根岸 美津子 出 委 員 内田 裕一 出 

委 員 鈴木 浩 欠 委 員 青木 裕子 欠 

委 員 内田 奈芳美 欠 委 員 宮本 紀子 出 

委 員 山田 朋美 出 委 員 伊藤 浩次 欠 

委 員 山田 滋之 出 委 員 田中 操 出 

事務局 担当課長 青木  

担当副課長 伊藤  

担当主査 松浦  

 ㈱ｻｰﾍﾞｲﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 板倉・木谷  
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次 第 顛末 

１ 開会 青木課長 

２ あいさつ (内田会長) 

・今日が最後の会議となります。最近多くの方が総合戦略策定につい

て話しているのを耳にしており、皆さんがこのことについて関心を

持っていることを感じています。今回の会議で最終的な報告を行い

たいと思います。皆さんの慎重なご審議の程をよろしくお願い致し

ます。 

３ 議題 (１)会議録の署名人の任命について 

・事務局より、今回は内田裕一委員と宮本紀子委員を議事録署名人と

することとなった。 

 

(２)嵐山町人口ビジョン及び総合戦略(案)におけるパブリックコメン

トについて 

・事務局より説明を行った。 

・会長より質疑を求める。 

(宮本委員） 

・３ページの２つめの意見の回答欄に「質の高い幼児期の学校教育」

とありますが、どういう内容のものでしょうか。 

(事務局) 

・こちらは本計画ではなく、今年３月に策定した「子ども子育て支援

事業計画」の中で、町の幼児期教育の方向性について記述した部分

があります。そこに「質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な

提供」というものが位置付けてられております。 

(宮本委員） 

・そこから抜粋しているということでしょうか。 

(事務局) 

・そうです。「子ども子育て支援事業計画」は、アンケートを実施し、

学校、ＰＴＡ、幼稚園、保育園等の関係者方により約１年半かけて

策定したものでございます。子ども子育て支援事業で行っていく内

容ということでご了承願いたいと回答したものでございます。 

(内田会長) 

・私も学校評議員として、この問題について検討を重ねているのです

が、最終的に財政面での問題により議論が中断してしまうというこ

とがあります。これについては今後も検討をしていき課題解決に努

めていきたいと思います。 
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(宮本委員） 

・１ページの意見欄の「②嵐山町への来客数の増加をはかる」の中に、

コーディネーターの人材の発掘についての意見が出されておりま

す。それに対して、嵐山町版地域おこし協力隊が地域資源をつなげ

活性化していくという回答ですが、実際の実施になったときにコー

ディネーターも活きてくると他の人に説明しても構いませんか。 

(事務局) 

・嵐山町版地域おこし協力隊というものを来年度以降設置する予定で

ございます。この方たちがコーディネーターとしてあらゆる人たち

をつなげて、地域資源のバージョンアップ、レベルアップを図って

いくということで総合戦略の最初に掲げております。 

・嵐山町の内にも様々なスキルをお持ちの方々が大勢いらっしゃいま

すので、そういった方々を嵐山町版地域おこし協力隊により様々な

場面でつなげていければと考えています。 

(内田会長) 

・他にご意見はございますか。ご意見が無ければこれで了承とさせて

頂きます。 

 

(３)嵐山町人口ビジョン及び嵐山町総合戦略(案)について 

・事務局より修正案の説明を行った。 

・会長より質疑を求める。 

(宮本委員) 

・６２ページの赤字で加筆されたところですが、地産地消、地産外消

という言葉についてご説明いただいてもよろしいでしょうか。 

(事務局) 

・地産地消というのは、地元で作ったものを地元で消費しようという

ものです。地産外消というのは地元で作ったものを地元の外で消費

してもらい、外のお金を地元に引き寄せようというものです。最近

他の自治体においても地産外消の必要性が高まっています。 

(宮本委員) 

・ありがとうございました。 

(清水委員) 

・同じく６２ページの特産品開発事業の内容のところで、赤字で加筆

された加工施設についてですが、食品メーカーのカット野菜や、ジ

ャム製造などの６次産業化を前提とした加工施設を想定していると

いうことでしょうか。 

(事務局) 
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・６次産業化も含めた特産品の開発を行う過程の中で加工施設につい

ても検討したいというもので、基本的には農業関係の加工施設でご

ざいます。 

(佐藤委員) 

・６４ページに既存企業との共同事業がありますが、具体的にはどの

ようなものを想定しているのでしょうか。 

(事務局) 

・町内の企業より「優秀な人材の確保が難しい現状があるが、嵐山町

の魅力を向上させることで、企業にとっても優秀な人材を集めるこ

とにつなげていきたい」という提案がありました。そこで町と企業

がコラボレーションして嵐山町の魅力向上につながる新たな事業を

行いたいというものです。 

(佐藤委員) 

・気を付けて頂きたいのは、働きたい人を集めて説明会を行う場合、

やり方によっては職業安定法に触れる可能性があります。無料の職

業紹介の形をとっている場合はよいのですが、無料という形でない

と職業斡旋行為ととられかねないので、説明会もしくは面接会を行

いたいということであれば、ハローワークも参加させて頂ければ開

催することが可能のため、ご相談頂きたいと思います。 

(事務局) 

・今回の基本的な考え方は、そのような説明会を開くのではなく、企

業と一緒に文化事業等を行っていきたいと考えております。企業と

共同で嵐山町のイメージアップを図り、優秀な人材を集めたいとい

うものであり、基本的に人材募集を行うというものではありません。 

(佐藤委員) 

・人材募集という話が出た際には十分注意していただきたいと思いま

す。 

(荒井委員) 

・今の件については職業安定所に依頼して、許可を取れば問題ないと

いうことでしょうか。 

(佐藤委員) 

・ハローワークが入るか、許可が必要です。許可を取るには様々な書

類の提出が必要になります。 

(荒井委員) 

・実際に同席してもらえば、就職説明会を開催することは可能という

ことでしょうか。 

（佐藤委員） 
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・そうです。 

(荒井委員) 

・就職説明会を行う場合、職業安定所も共同して開催すれば問題なく

開催することができるということですので、あまり難しく考えずに

行うことが出来るのではないでしょうか。 

(事務局) 

・就職説明会については、県や比企の近隣市町村と連携を取りながら

行ってはどうかという考え方もあるので、実施する場合はご意見を

参考に十分注意ながら行っていきたいと思います。 

(内田会長) 

・嵐山町ではイベント等に企業が多く参加しています。企業の力も取

り入れて、一緒に町のＰＲを行っていただきたいと思います。 

(内田(裕)委員)  

・これで概ね概要が決定し、事業に関係する実施機関が詳細を詰めて

いくと思いますが、町民にこれからこのようなことを行うというこ

とをアピールして、多くの方に嵐山町はこのように変わっていくと

いうイメージを持っていただきたいと思います。今後はホームペー

ジ等で公表されていくと思いますが、進行状況が分かるとよいと思

います。 

・この総合戦略の事業について、実際に国の補助金が出るのか、また

それがどのように使われていくのか、といったところも知りたいと

思います。 

(荒井委員) 

・今のご意見は、具体的な内容についての話になりますが、策定委員

会では具体的な内容についてまでは検討しておりませんので、そこ

だけは理解してもらう必要があります。具体的な内容となるとこれ

からになり、役所の中で構想を練って行うことになります。そのた

め、具体的なことまで、こちらから言うのは控えたいというのが私

の意見です。 

(事務局)  

・アピールしていくのは大事なことだと思います。ホームページに関

しては私どもの所管でございますので、ホームページについては取

り組んでいきます。 

・地域創生関係の補助金につきましては、現在では内閣府が財務省に

対して概算要求が行われている情報が公開されています。予算額が

全体で 1,080億円ということで、全体事業費は 2,160億円というこ

とですので、1/2 の補助金ということになっています。ただし、こ
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れから国の予算編成により変わってくると思われます。補助要件に

ついては、まだ情報がきておりません。 

・実際の事業の進行につきましては毎年検証していくこととしており

ますので、その際ご意見を頂ければと思っております。 

(内田(裕)委員)  

・住民意識調査などでも交通が不便という意見が挙がっていますが、

財政面での理由で困難というだけでなく、何かしら考えていると思

いますがいかがでしょうか。 

・子どもの遊び場も含めてですが、どういった遊び場が欲しいのか、

町が考えるのではなく、親や子ども達にどういった遊び場が欲しい

のか意見を出してもらい、それを活かせたらと思います。アンケー

トをとるだけでなく、それに対する検討、結果が出たということを

アピールして頂き、もっと町民に教えて頂けたらと思います。 

・パブリックコメントの中で２ページの下から２段目のアトピーにつ

いては「残念ながら把握できておらず」となっていますが、少なく

とも幼稚園、保育園、小中学校はアンケートで集計ができるのでは

ないでしょうか。あとは保育園や幼稚園に行っていない子ども達を

集計すれば把握は可能だと思います。そうすれば人口に対する割合

を出して、国と比較してどれくらい少ないかということが数字で分

かると思います。嵐山町は自然が多いのでアトピーが少ないと思い

ますので、そういったところをアピールできるのではないでしょう

か。 

(事務局) 

・公共交通の関係で現在調査を行っており、結果は今後出てくること

になりますが、基本的なこととして全体的なニーズと個別のニーズ

がなかなか噛み合っていないのではないかと感じています。なお、

公共交通については、ときがわ町のバス路線に対して町が一部補助

を行っております。ご意見のありましたデマンド交通については、

予算の関係もあり、もう少し検討する必要があると考えています。

今後は財政的検討はもちろん、全体的なニーズと実際の利用してい

る方のギャップという問題もあります。現在具体的な調査をしてお

りますので、どういう方々に交通で何が必要なのかをきちんと把握

している状況です。 

・遊び場については既にフィットネス 21 パークにおいて利用者調査

を実施し、利用者の要望を把握した上で一部遊具を選定しておりま

す。また他の公園についても設置する場合、今後担当課において同

様な方法による整備を検討しております。 
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・アトピーやぜんそくについては把握しないというわけではなく、指

標化することが出来ないということです。ご意見の通り把握してい

く必要があると思いますので、担当課にお伝えさせていただきたい

と思います。 

(内田会長) 

・何かご意見のある方はございますか。 

(山田(朋)委員) 

・全体的なことになりますが、この嵐山町のことを考えたらお金をか

けて様々な事業を行っていくということはとても難しいと思いま

す。人口が少なくなる中で収入も少なくなるわけですから、大きな

自治体とは絶対に同様にはできません。現在、嵐山町にあるものを

活かして、いかにお金をかけずにやっていくかというのが全てに通

じると思います。その中で大事なのは人です。元気な高齢者の方や

家庭にいる主婦の方で、呼びかけに応えてくれる方は沢山いると思

います。そういった財産を活用出来るような方向性を見出していか

ないと、人口を増やすといっても無理があるような気がします。少

ない人口の中で嵐山町が上手く生活していけるような環境を作って

いくことが大切です。 

・私は教育委員をやっておりますが、教育を大切にして人を育ててい

かないと嵐山町は続かないと感じます。自分たちの将来に、どのよ

うなことを目標にして生きていくのかということを教えていく必要

があると思います。お金の面で豊かというだけではなく、家族が地

域で仲良く生きていくという姿が人としての本来あるべき姿である

ということを教えていくことで、人とのつながりがある嵐山町はす

ばらしいとなっていくのではないでしょうか。人と人との交わりが

大切であるということは家族にも言えると思います。家族で親を大

事にし、子を大事にし、おじいちゃんおばあちゃんを大事にし、孫

を大事にするというつながりが無かったら、人のつながりは広がら

ないと思います。 

・今は躾も含めて学校が入ってきている時代ですが、学校が家庭に子

どもを育てることは大切なことだということを伝えていく必要があ

ると思います。お金を与えて好きなものを買ってあげることが教育

ではありません。私自身、ただ孫に好きなものを買い与えるのでは

なく、それが本当に必要なのか、親が何かを買い与える場合にはそ

れでいいのか、と一声かけるようにするなど、自分にできることを

探しながらやっております。 

・嵐山町独自の方法を探し出して、嵐山町はこういう方向でやってい
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くというのを考えていく必要があると思います。しかも少ない人口、

少ない予算の中でいかに出来るかということが大事になってくると

思います。そこで人と人とのつながりが大事になってくると思いま

す。教育委員会でも教育大綱を策定する中で色々と話し合いをして

いますが、嵐山町の町民憲章が素晴らしいということが挙がってお

ります。あのように子育てや人とのつながりが出来れば素晴らしい

と思います。そしてそれぞれの立場の人たちが、自分に何が出来る

のか勉強していかなければいけないと思います。 

(内田会長) 

・他にご意見等ございますか。 

（意見等無し） 

・もしもご意見が無ければこれで決定したいと思います。 

(宮本委員) 

・お助けサービスという事業がありますが、「お助け」というと上か

ら目線のような感じがします。お助けサービスが必要な人と必要と

されている人との関わり合いの中で進められていく事業なので、「助

け合いサービス」という言葉を提案したいと思います。「してあげ

る」「助けてあげる」というのではなく、必要な所に必要な人が行

くという相関関係の中で行う共助の事業だと思いますので、可能で

したらお助けサービスではなく、助け合いサービスにしていただけ

ればと思います。 

(事務局) 

・すでに既存の事業ですので、今のご意見につきましてはこのような

意見があったということで、事務局の方から所管課にお伝えしたい

と思います。 

(荒井委員) 

・私どもの社会福祉協議会の事業ですので、事業名については考えた

いと思います。今のお助けサービスという名称は上から目線ではな

いかというご意見ですが、決してそうではありません。また事業名

のサービスの部分が前面に出てくると、利用者からは何でもしても

らえるという印象になってしまいます。もサービス感覚が出てきて

しまうので、名前の使い方も考えないと実際行う際に問題も出てき

ます。 

(宮本委員) 

・事業内容はすばらしいものと思っています。 

 

(４)その他 
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(内田会長) 

・その他で何かございますか。 

(根岸(福)委員) 

・嵐山町の活性化についてですが、駅前の空き店舗や空き家において

何かをやる場合に、町から補助金を出すという考えはあるのでしょ

うか。 

(事務局) 

・既にそのような話があり町も検討しておりますが、財政的な問題が

どうしても出てきます。こちらの総合戦略においても空き店舗対策

は入れておりますので、今後は活性化チームも含めて検討し、駅前

の活性化を行っていきたいと思います。 

(根岸(福)委員) 

・駅前をにぎやかにするには一歩前に出ていかなければ、活性化は出

来ないと思います。 

（事務局） 

・様々な意見をいただきながら進めていきたいと思います。 

(内田会長) 

・これにて５回にわたり開催いたしました策定委員会ですが、これに

て終了となります。長い間ありがとうございました。 

 

４ 閉会 青木課長 

上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

    平成２７年１１月 ３０日  署名委員   内田 裕一       

 

    平成２７年１１月 ２６日  署名委員   宮本 紀子        

 

 

 


